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農業を営む友人の淑ちゃんが、今年蟹族(オートバイで旅をする人)の面倒を見たそうです。若いお兄ちゃんが

お腹空いたけどお金が無いっ！ちゅうことで、家に上げてご飯をご馳走してあげたんだとサ。おまけにお金がなき

ゃ困るだろうと、１ヶ月くらい家に寝泊りさせて、農作業のアルバイトをさせてあげたっていうから、淑ちゃんらしい

な～って関心しちゃいました。周りの人からは色々言われたようだけど、「家の息子たちだって、どこでど～やって

人様に助けられるか分からないでしょ？困ってる時はお互い様！」という言葉に返す言葉も無かったみたい。 

さすが４人の息子がいる肝っ玉母さん！気持ちもデカイが態度もデカイ？？（態度のことは、わたくし何とも言

えませんが…） 淑ちゃんて生まれも育ちも大阪なんだけど、大阪人ってめちゃめちゃ面倒見がいいっ！！まぁ

悪く言うと「おせっかい」なんですけどネ。 (‾∇‾*)> デヘッ！ダハッ！ 

大阪に行った人に聞いたところ、車椅子で外に出たら１時間で何人もの車椅子の人とすれ違ったと言っており

ました。それも、自分よりずっと重度の障がい者が電動車椅子で「スイスイ」と…。 ε= ε= ε= (ノ^∇^)ノ 

誰も振り返ること無く、極自然に街に溶け込んでいたというお話し。で、困っていたらまるで知り合いのように声

をかけ助けてくれる。こちらでは想像も付かない光景かも？？こちら→(／。＼)ミザル <(‐‐)>キカザル (‐×‐)イワザル 

以前ボランティアと「おせっかい」の境界線は？？みたいなことを書いたけど、ボランティアに限らず「おせっか

い」な気持ちが無ければ、助け合いながら生きて行くのは難しいんじゃないかな～？？人が頑張ってやってる事

を「私やってあげる！」な～んて、無理やり取り上げてまでする「おせっかい」はどうかと思うけど…。┐(´～｀;)┌ 

昔は他人の子供でも、その子の為を思って悪い事をしたら叱ってくれる「おせっかい」な人が沢山いました。

（私なんてどれだけ叱られたことか…ってゆ～か～、悪い事してた？？） <(｀⌒´)> フンッ！ 

今は、親も叱らないし学校の先生も叱らない。下手に叱ったりしたら、親が学校に講義するから恐くて叱れない

んじゃないのかい？？じゃあ誰が叱るんだい？？{{(>_<)}} も～～！！ 

私の知人は、友人の要らぬ「おせっかい」で離婚する羽目に陥りました。何故かと申しますと、ケンカしながらも

平凡な夫婦生活を送っている友人に「あんたの為を思って言うんだけど、旦那さん浮気してるみたいだよ？相手

は○○に勤める○○って人。気を付けなさいっ！」と言われたのが事の始まり。Σ(‾□‾;) うそっ！ 

仕事柄付き合いで飲みに行くことの多い旦那だから、普段出掛けるのは別に気にしてなかったのに、友人の余

計なお世話ともいえる忠告以来、旦那が出掛けるっちゅ～と「きっと女の所だ…」と勘ぐるようになったとか…。 

で、ある日旦那の後を付けたら見知らぬマンションへ着いてチャイムを鳴らしている。二度鳴らして誰も出て来

ないから戻って来るかと思いきや、ポケットからカギを出して開けて入って行くではないの。車の中で張り込み？

（あんたは、刑事か～い！！）してたら、間も無くその部屋の主らしき女がカギを開けて入って行きました。知人は

それを見届けてから現場を押さえようと車から降り「ピンポ～ン♪」。「ハ～イ！」と女が出て来て「何か？」の問い

に「○○の家内ですけど…」と言ったら、一瞬顔色が変わったけど「ど～ぞ」と部屋に上げてくれたそうです。部屋

には入ったけど旦那の姿が見当たらない。取り合えず無言でソファーに座り、口を開こうとした途端「ア～気持ち

良かった～！」と脳天気な顔してガウンを来た旦那が現れた。そして妻の顔を見た途端、ビックリ仰天！！（心臓

が悪かったら死んじゃってたかも？？） そして、「お前何やってんの？」。それに対して妻は、「あんたこそ何やっ

てんの～！！」と怒鳴りまくったら、「別に…(^^;」だと。 ヽ(｀□´)ノ → (ノ-_-)ノ"⌒┻━┻ -☆ウリャ～ッ！ 

その間、女は冷静に二人のやり取りを見ていたらしい…。相手の女はこの瞬間を待っていたのかも知れません

ネ。（怖い、怖い）(‾ー+‾)ニヤッ 最終的に、ひと悶着あった末に離婚し、「浮気してるんじゃ…」と忠告した友人

との関係も終わり。（本当の友達だったら、心配させるようなことは多分言わないと思うけど…） (;‾⌒‾;) 悲ち～！  

まぁ、このように「おせっかい」にも色々ありますが、出来れば相手に喜ばれる「おせっかい」を焼きたいもんです。

みなさん、くれぐれもご用心！！ (V＾－°) 
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